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研究要旨 
 免疫性血小板減少症と抗リン脂質抗体関連血小板減少症は共に血小板減少が生じるが、後者では出血
傾向と血栓症の両方の対策が必要であり、両者の鑑別は重要である。抗リン脂質抗体関連血小板減少症の
診断基準の策定が急務であるが、そのためには病態の理解が必須である。同症で生じていると思われる血
小板活性化を検出する方法に関する助言を行い、ホスファチジルセリン依存性抗プロトロンビンモノクローナ
ル抗体 D231 の血小板活性化に及ぼす影響を検討した。しかし、血小板凝集能検査、T-TAS では、D231 が
血小板活性化に与える影響を検出できなかった。今後、別のクローンを検討する。 
 

A.研究目的 
 

免疫性血小板減少症と抗リン脂質抗体関連血小板
減少症は共に血小板減少が生じるが、後者では出
血に加えて血栓症の予防・治療が必要であり、両者
の鑑別は重要である。抗リン脂質抗体関連血小板
減少症の診断基準の策定が急務であるが、そのた
めには病態の理解が必須である。抗リン脂質抗体
関連血小板減少症は血小板数 5 万/μl 程度で、出
血や血栓傾向を来すほどではない状態で、血栓症
を発症することが多いが、まれに出血傾向が出現す
る場合がある。研究代表者らが作製した、ホスファチ
ジルセリン依存性抗プロトロンビンモノクローナル抗
体 231D は、ＡＤＰ惹起血小板凝集を抑制するという
予備データが得られ、本抗体が抗リン脂質抗体関
連血小板減少症における出血傾向の原因の一つ
ではないかと考えた。 
 
B.研究方法 
１．健常人多血小板血漿(PRP)を用いて、Born の比
濁法と流血条件下で生理的な血栓形成能を検討で
きる Total Thrombus-formation Analysis System 
(T-TAS)を用いて、血小板凝集あるいは血栓形成
における 231D の影響を検討した。 
 
２． 倫理面への配慮 
本研究は、健常人の血液サンプルを使用する研究

が含まれる。研究の施行にあたっては、患者に十分
なインフォームドコンセントをおこなうとともに、個人情
報等の扱いは十分注意しておこなった。 

 
C.研究結果 
PRP を用いた実験では、231D が ADP 惹起血小板
凝集を抑制するというデータの再現は取れず、
T-TAS でも、231D の影響は認められなかった。
他のモノクローナル抗体も得られていない。 
 
D.考察  
ハイブリドーマの継代によりモノクローナル抗体の性
質が変化したことが考えられる。サブクローニングし
てもう一度検討するのが良いのではないか。 
 
E.結論 
 本研究において，抗リン脂質抗体の抗リン脂質抗
体関連血小板減症の発症への関与が明らかとなる
可能性がある． 
 
F.健康危険情報 
 本年度は、特に健康危険情報として報告すべきも
のはなかった。 
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